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研究活動報告

国連統計部ジェンダー統計研修

国連統計部（ＵＮＳＤ）・国連アジア太平洋統計研所（ＳＩＡＰ）が総務省と共催する，ジェンダー

統計ワークショップ（WorkshoponImprovingtheIntegrationofaGenderPerspectiveintoOffi-

cialStatistics）が2013年4月16日（火）～19日（金）に，千葉市の国連アジア太平洋統計研修所で

開催された．アジア14カ国から各国の統計局スタッフ，ＵＮＳＤ・ＳＩＡＰ・ＵＮＦＰＡ・世界銀行

の関係者，日本からの聴講生の参加があり，国連統計局のスタッフによる講義やグループワークが行

われた．

研修では，保健，労働，貧困，環境分野の統計をジェンダー別に報告する意義について議論し，ま

た女性に対する暴力，生活時間配分の統計を出すための調査手法を学んだ．テーマごとに各国のジェ

ンダー統計に対する取り組み等についての発表もあり，参加者間で活発に議論が交わされ，ジェンダー

統計に関する知識を深めた． （布施香奈記）

日本人口学会第65回大会

日本人口学会第65回大会は，2013年5月31日（金）～6月2日（日）に札幌市立大学で開催された．

ただし5月31日（金）は大会前日の特別セッションとして「第3回地方行政のためのGISチュート

リアルセミナー」が開催されたもので，正式な大会日程は6月1日（土）～2日（日）の二日間であ

る．前日のチュートリアルセミナーには，次のように当研究所から二名が講師として登壇した．

●特別セッション：第3回地方行政のためのGISチュートリアルセミナー

組織者・座長：井上 孝（青山学院大学）

1．過疎地域の小規模自治体のためのフリーGISソフト活用法 川瀬 正樹（広島修道大学）

2．廃線沿線における人口変化の分析―北海道を例として―

小池 司朗（国立社会保障・人口問題研究所）

3．子育て関連施設の適正配置に関する研究 鎌田 健司（国立社会保障・人口問題研究所）

長谷川普一（新 潟 市）

4．都市経営へのGIS活用の有益性について 長谷川普一（新 潟 市）

5．公園緑地行政とGIS 細江まゆみ（柏市みどりの基金）

正式日程である二日間に行われた学会報告は，次の通りである．第1日には会員総会に続いて会長

公演が行われた．

第1日 6月1日（土）

●自由論題報告Ａ1：家族と人口（FamilyDemography）

座長：津谷 典子（慶應義塾大学）
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1．国際比較から見た子育てコストと母親の就業 吉田 千鶴（関東学院大学）

前田 正子（甲 南 大 学）

2．ダブルシフトは加速したのか？―夫妻間の資源配分の変化― 坂本 和靖（群 馬 大 学）

3．ジェンダーから見た人口統計―男性に支援が必要？― 坂井 博通（埼玉県立大学）

●自由論題報告Ａ2：女性の就業（FemaleEmployment）

座長：吉田 千鶴（関東学院大学）

4．パネルデータを用いた出産・就業の選択に与える要因の分析 山谷 真名（お茶の水女子大学）

5．企業の両立支援制度・制度利用のしやすさが女性の出産に与える影響

寺村絵里子（国際短期大学）

6．育児就業による女性の就業率曲線への影響 伊原 一（総務省統計研修所）

●自由論題報告Ｂ1：人口統計Ⅰ（PopulationStatisticsI）

座長：福井 武弘（総務省統計研修所）

1．国勢調査の匿名データについて 根本 和郎（総務省統計局）

横内 宏至（総務省統計局）

2．国勢調査小地域集計で見る限界町丁字 松村 迪雄

●自由論題報告Ｂ2：人口統計Ⅱ（PopulationStatisticsII）

座長：松村 迪雄

3．人口構造による人口学的指標の統計的分析 犬飼 直彦（早稲田大学）

4．地域別年齢別登録人口データの地方自治体による公表状況について

山田 茂（国士舘大学）

●自由論題報告Ｃ1：アジアの高齢化Ⅰ（AginginAsiaI）

座長：小川 直宏（日 本 大 学）

1．中国の人口高齢化と年金制度の「双軌制」問題 尹 豪（福岡女子大学）

2．OnBridgingMicroIndividualDiscreteEventsandMacroContinuousPopulationOutcomes:

EvolutionsofFlowsAnalysisandScientificComputingChallenges

LIN,Ji-Ping（R C H SS）

●自由論題報告Ｃ2：アジアの高齢化Ⅱ（AginginAsiaII）

座長：松浦 司（中 央 大 学）

3．東アジアの国内需要と人口変動のマクロ計量モデル分析―日本・韓国・台湾の比較

渡邉 雄一（JETROアジア経済研究所）

4．少子高齢化問題への対応策について（簡易人口経済計量モデルの活用）

大塚 友美（日 本 大 学）

5．NTA（国民移転勘定）に基づくアジア諸国における高齢化の経済的インパクト

小川 直宏（日 本 大 学）

松倉 力也（日 本 大 学）

……………………

…

…………

…

…………………………………………………………………

………………………

……………………………………

…………………………………………………

………………………

…………………………………………………………………

…………………

………………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………

―76―



●企画セッション：北方圏の人口：健康・教育・環境とのかかわりについて

組織者・座長：田畑 朋子（北海道大学）

1．健康寿命～概念整理と地域比較～ 辻 一郎（東 北 大 学）

2．産業構造変化とのかかわり 柳川 範之（東 京 大 学）

3．生まれづらく生きづらい国・日本で人々の健康と環境の問題を考える

岸 玲子（北海道大学）

●企画セッション：ワークライフバランス政策：研究と政策との交流

組織者：永瀬 伸子（お茶の水女子大学）

主催：日本学術会議経済学部会ワークライフバランス分科会，日本人口学会

座長・討論者：津谷 典子（慶應義塾大学）

1．ワークライフバランスと結婚・出産；パネル調査による幸福感変動分析

樋口 美雄（慶應義塾大学）

佐藤 一磨（明 海 大 学）

萩原 里紗（慶應義塾大学）

2．親の就労と子どもの養育環境：発達心理学の視点から 菅原ますみ（お茶の水女子大学）

3．子ども・子育て関連3法について（大都市の保育供給への対応）

伊奈川秀和（内 閣 府）

4．札幌市における男女共同参画及び保育施策の現状と方向性について

森 有史（札 幌 市）

5．女性のキャリアと出産：近未来事業調査および21世紀成人縦断調査の結果から

永瀬 伸子（お茶の水女子大学）

●自由論題報告Ｄ1：社会保障（SocialSecurity）

座長：原 俊彦（札幌市立大学）

1．社会保障財政の将来展望 加藤 久和（明 治 大 学）

2．外国人受入れが将来人口を通じて社会保障に及ぼす影響に関する人口学的研究

石井 太（国立社会保障・人口問題研究所）

是川 夕（国立社会保障・人口問題研究所）

武藤 憲真（厚生労働省）

●自由論題報告Ｄ2：人口問題（PopulationIssues）

座長：坪内 良博（京 都 大 学）

3．家族研究と人口学―家族の直系制・核家族化の計測 廣嶋 清志（島 根 大 学）

4．日本の人口転換と人口学的扶養負荷―持続可能な人口の原理？

原 俊彦（札幌市立大学）

5．人類の「前進」と拡大する「格差」・「不均衡」問題：世界の人口開発問題のゆくえ

佐藤龍三郎（中 央 大 学）

●自由論題報告Ｅ1：結婚（Marriage）

座長：金子 隆一（国立社会保障・人口問題研究所）

1．親と同居の未婚者の最近の状況 西 文彦（総務省統計研修所）

…………………………………

…………………………………………

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………

…………

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………

……………………………………………

………………………………………………………

……………

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………

……………………………………

―77―



2．コウホートのサイズ効果は本当にあるのか 池 周一郎（帝 京 大 学）

3．1970年代以降の結婚変化：期間初婚表と個票データを用いた構造分析

岩澤 美帆（国立社会保障・人口問題研究所）

●自由論題報告Ｅ2：国際・災害分野の出生研究（Fertilityininternational/disasterarea）

座長：中澤 港（神 戸 大 学）

4．シンガポールにおける出生力変動の生命表分析 菅 桂太（国立社会保障・人口問題研究所）

5．森林移動農耕民における結婚と出生力の性差─エチオピア低地・マジャンギルの事例─

佐藤 廉也（九 州 大 学）

6．東日本大震災が日本人の再生産行動・出生性比に与えた影響 濱松 由莉（東 京 大 学）

井上 陽介（東 京 大 学）

梅崎 昌裕（東 京 大 学）

第2日 6月2日（土）

●企画セッション：アクチュアリーと人口学

組織者：石井 太（国立社会保障・人口問題研究所）

座長：高橋 重郷（明 治 大 学）

1．人口学と生命保険アクチュアリー 高橋 佳宏（住友生命保険）

2．年金アクチュアリーの死亡率の課題と取組み 井川 孝之（みずほ総合研究所）

3．日本の死亡率に関するトピック 西村 泰介（第一生命保険）

4．保険・年金に内在する長寿リスクの定量化のための死亡率推計モデルの役割について

藤澤 陽介（ライフネット生命保険）

5．死亡率の改善と国債利回り 肥髙 昌憲（東京海上アセットマネジメント投信）

6．死亡率等の推定について～トレンドの反映を中心に～ 篠原 拓也（日本生命保険）

7．死亡率の最良推定（米国会計実務からの視点） 蕪木 広義（ジブラルタ生命保険）

●テーマセッション：東アジアにおける地域研究としての人口学

組織者・座長：鈴木 透（国立社会保障・人口問題研究所）

討論者：早瀬 保子（元 JETROアジア経済研究所）

清水 浩昭（日 本 大 学）

1．教育熱と社会階層：日韓比較分析 曺 成虎（大阪商業大学）

2．再生産の基層文化―19～21世紀日本における夫婦出生力の地域分布反転の謎を解く

加藤 彰彦（明 治 大 学）

3．台湾における子育て支援と出生行動 可部繁三郎（日本経済研究センター）

4．日本における外国人の職業達成について：国勢調査マイクロデータを用いた分析

是川 夕（国立社会保障・人口問題研究所）

5．東アジアにおける宗教と出生関連意識 小島 宏（早稲田大学）

●自由論題報告Ｆ1：人口の社会経済学（SocialandEconomicDemography）

座長：渡辺真知子（明 海 大 学）

1．男女交際の経済学 西村 智（関西学院大学）

………………………

………………………………………………………

………

…………………………………………………………………

…

…………………………………

……………………

……………………………………

…………………………………………………………………

…………………………………

…………

…………………

…………………………………

…………………………………………………………………

………………………………

………………………………………………………

……………………………

……………………………………………………

―78―



2．Health,WorkandHappinessofThaiIndustrialWorkers:TheRoleofGenerationalCohorts

HOLUMYONG,C.,S.KITTISUKSATHIT,W.AREE

andB.CHOKTHANANUKUL（MahidolUniversity）

●自由論題報告Ｆ2：経済人口学（PopulationEconomics）

座長：加藤 久和（明 治 大 学）

3．RelativeConcerns,Happiness,andReproductiveBehavior 影山 純二（明 海 大 学）

4．子ども数が生活満足度に与える影響―KHPSを用いた検証― 松浦 司（中 央 大 学）

照山 博司（京 都 大 学）

5．首都圏高齢者の消費特性 渡辺真知子（明 海 大 学）

●自由論題報告Ｇ1：地域人口（RegionalPopulations）

座長：高橋 眞一（新潟産業大学）

1．家族類型別世帯主コーホート・シェア延長法による地域ブロック別世帯推計の提案

丸山 洋平（慶應義塾大学）

2．小地域を想定した将来人口推計モデル 小池 司朗（国立社会保障・人口問題研究所）

3．人口学的要因からみた近年の地域別人口変化 山内 昌和（国立社会保障・人口問題研究所）

●自由論題報告Ｇ2：歴史人口学（HistoricalDemography）

座長：黒須 里美（麗 澤 大 学）

4．人口変動・性比の転換・結婚力―近世後期海村を事例として 中島 満大（京 都 大 学）

5．近世京都の商業地区における人口と世帯構成―衣棚町の事例 浜野 潔（関 西 大 学）

6．近世東北日本における経済的ストレスと世帯の人口変動への影響

津谷 典子（慶應義塾大学）

黒須 里美（麗 澤 大 学）

●企画セッション：情報技術で拓く歴史人口学の世界

組織者：川口 洋（帝塚山大学）

座長：平井 晶子（神 戸 大 学）

討論者：友部 謙一（大 阪 大 学）

奥貫 圭一（名古屋大学）

1．江戸時代における人口分析システムの現状と課題 川口 洋（帝塚山大学）

2．親族関係分析システムの現状と課題 杉藤 重信（椙山女学園大学）

3．GISを用いた東北タイにおける人口移動研究の現状と課題 永田 好克（大阪市立大学）

4．GISを用いた近代移行期における中心地システム研究の現状と課題

石﨑 研二（奈良女子大学）

●テーマセッション：不妊と人口

組織者：小西 祥子（東 京 大 学）

座長：大塚柳太郎（自然環境研究センター）

討論者：佐藤龍三郎（中 央 大 学）

岩澤 美帆（国立社会保障・人口問題研究所）
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1．年齢と妊孕力 小西 祥子（東 京 大 学）

2．妊娠先行型結婚群と不妊治療群の二極化について 早乙女智子（神奈川県立汐見台病院）

3．出生力と栄養状態との関係についての一考察 中澤 港（神 戸 大 学）

●自由論題報告Ｈ1：人口移動Ⅰ（MigrationI）

座長：大林 千一（帝 京 大 学）

1．人口移動の国際比較～モビリティーの観点から 林 玲子（国立社会保障・人口問題研究所）

2．わが国における国際人口移動の近年の動向～東日本大震災前後の変化について～

佐々井 司（国立社会保障・人口問題研究所）

3．外国からの帰還（リターン）移動者の再適応過程：移動のパターンとタイミングによる分析

中川 雅貴（国立社会保障・人口問題研究所）

林 玲子（国立社会保障・人口問題研究所）

●自由論題報告Ｈ2：人口移動Ⅱ（MigrationII）

座長：林 玲子（国立社会保障・人口問題研究所）

4．人口移動調査における出生県への帰還移動―配偶関係に注目して―

貴志 匡博（国立社会保障・人口問題研究所）

5．人口減少期の東京大都市圏の人口分布変動

―コーホートシェア分析による人口移動の推定― 阿部 隆（日本女子大学）

6．モジュラリティによる通勤圏内市町村のグループ化の試み 大林 千一（帝 京 大 学）

●自由論題報告Ｉ1：死亡研究Ⅰ（MortalityandMorbidityI）

座長：石井 太（国立社会保障・人口問題研究所）

1．現代ロシアにおける健康余命の変化に関する考察 皆川 友香（早稲田大学）

2．日本の健康構造と健康寿命の動向 別府 志海（国立社会保障・人口問題研究所）

高橋 重郷（明 治 大 学）

●自由論題報告Ｉ2：死亡研究Ⅱ（MortalityandMorbidityII）

座長：高橋 重郷（明 治 大 学）

3．医療・介護レセプトの連結データによる健康寿命の算出

泉田 信行（国立社会保障・人口問題研究所）

田宮菜奈子（筑 波 大 学）

4．戦前・占領期を含む沖縄の平均寿命の年齢構造―水島生命表，琉球政府生命表を用いて―

逢見 憲一（国立保健医療科学院）

（鈴木 透記）

日本老年社会科学会第55回大会

日本老年社会科学会第55回大会が，6月 4日から6日にかけて大阪国際会議場（大阪市）等で開催

された（主催校は大阪大学）．本年は日本老年学会に加盟する他の学会（日本老年医学会，日本基礎

老化学会，日本老年精神医学会，日本老年歯科医学会，日本老年看護学会，日本ケアマネジメント学
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